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宮城県大土森鉱山鉛・亜鉛鉢床調査報告

服部富雄莱高橋　稠鰍

R6sum6

Report　on傾e　Lead　and　Zinc　Deposits・of　Oaomori

M㎞e，Miyagi　Prefect皿e

by

Tomio　Hattori＆Shigeru　Takahashi，

　　↑he　Odomori　Mine　is　i査the　no曲of　the　Hosokura　Mine．There　are　many　veins　in　this

mine　but　major　ones　are　six　or　se▽en，ranging　gener311y　N－S　or　E－W　directions．

　　Country　rock：s　are　so－called　green　tuff　groups　and　propyrites　of　tertiary　period．The　ore

consist　of　galenaンsphaしrelite　and　pyrite，but　coPPer　pyrite　is　not　fecogni乞ed．

　　Theqマtput・fru麟皿ine・ream・untst・aり・umOOOtperm・鵡rankingthe曲d
after　the　Kamioka　and　Hosokura　mines　amollg　the　lead　and　zink　mines　in　Japan．

1．緒　　言

　1951年10月に高橋が地表調査および一部坑内鋸入坑道

の調査を行つた。1952年8月に服部が主として坑内調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りを実施した。その結果をまとめて報告する。なお地形測

量は市川賢一が担当した。
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　　　　　。　2，位置および交通

　大土森鉱山は宮城県栗原郡鶯沢町字南郷にあり，細倉

鉱山の北隣にあたる。

　卑北本線石越駅一（西方26km）→栗原鉄潭細倉駅

一（北方2．5km，トラックを通ず）→鉱山事務所

　冬期における積雪量は少なく，交通の杜絶することは

ほとんどない。

　　　　　　　3，沿革および現況

　700年頃（大同年聞），花見作兵衛の発見と伝えられる。

　1790年代（寛政年聞），藤本弥平が元小屋および八聖坑

一帯を開発した。

　1870年頃（明治初年）菅原常藏が鉱区を設定レ，若干

稼行したが1881年（明14）’放棄された。

　その後ほとんどかえりみられなかつたが，1930年頃ふ

たたび鉱区が設定され，2型3名の手を経て，註ヌ）1938

年中山化学工業所が買収し，渡辺政人とともに本格的経

黄　鉱　床　部

滞技　術　部

註1）すの問，大土森鉱山概要によれば，r1929年（昭4）土井泳市が鉱業構

　　を獲得し，同年旱瀬患太部・患作兄弟が買歌稼行し牝。1937年（昭

　　12）古川銀訳郎が共同経螢者として加わり，從業員50名花算しれo」

　　　ゑ牝東北鉱山風士記によれば，r1934年佐野正二が鉱匠を設定し・

　　同年早瀬喜太郎に譲渡し牝・1937年古川銀家郎ガ買収し露。』となつ

　　ているo
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宮城県大土森鉱山鋸・亜錯鉱床調査報告　（服部富雄・高橋　調）

営に着手レ，今日の塞礎をなした。

1941年・倉敷紡輝株式会瀧に移譲され・倉敷鉱業株式　．

会瀧が設立された。第2次世界大戦中急速な拡張開発を

進め，新竪坑を開墜，浮游選鉱場を設！ナ・現在に至る・

鉱業権者，倉敷鉱業株式会瀧　東京都千代田区神田鍛冶

　町2／10上野ビル
鉱区番号　宮城県採登第200号　　　　　，

　　　　　試登第3501，4235，4320号

鉱種錯・亜錯・硫化鉄
現在，大土森鉱山は従業員約400名で，採鉱は栄坑・

日之出坑の2区1ヒ分れ，月産粗鉱9，700t，1シュリンケ

ージ法を採用している。

第1表

て，レばしば珪化あるいは粘土化されている。また変朽

安山岩と1周別し難い部分もある。珪化あるいは1結土化せ

る部分は鉱脈の両盤1～2m程度の比較的狭い部分にす

第2表’

上

臨時雇 計

部

坑　　　内
舞』｛異

小　　計

職　　男

員　　女

本探用

121

129
19

269

57

8
334

19

32
18

69

69

140

161
37 下

338　 部

57

8
403

岩 暦

粗粒凝友岩
砂岩・凝友質砂岩デ

ライブドタフおよび
砂質凝友岩・

砂　岩・凝友質砂岩

計

粗粒凝友岩

角礫質集塊岩

粗粒凝友岩

厚　 き

50血以上

約70m
約100m

10～30m

約150m

約100m

150m以上

特 徴

粗粒の浮石粒を多
く含む

帯緑色～淡線色，
暦理明瞭，一一般に
砂質で頁岩片少な
く浮石片多し

岩相変化著しく頁
岩を來む

帯緑色，時に細粒
で黒色頁岩片を含
むことあり，介化
石榮）を含む

円礫・珪質頁岩片
を含むことあり，
下部は珪化および
変朽安山岩化する

一部角礫質で著し
く変朽安山岩化し

・ていて変朽安山岩
との区別困難

呉）7θ剛姻伽吻㈱α8醐伽o鰯伽Gf・砿ω幡丁8yon3
　σ泥協1％Ψs　cf．κασα？窺αη伽S（Yok．）；0配αη剛S　SP．3牙εゲθわゲα書α麗ω

　SP．inαet．（東北大学理学部地質古庄物学敏蜜の鑑定による）。　・

月　　産　　鉱一　　量

粗　，鉱　栄　 坑　5，400トン

　　　日之出坑　　4，300トン

　　　　計　　9，700トン

粗』鉱品位マPO・78％，Zn4・31％・S8！0％

錯精鉱　　60トン　　Ag17239／t，Pb62・3％

，亜錯　〃　420トン　Zn50。6％

硫化鉄〃　640トン

4．地形および地質

　本鉱山附這の地質は第主紀層および新期火山岩よりな

る。第三紀暦よりなる東南部区域は比高200卑内外の丘

陵山地をなし，北西部の新期火山岩よりなる区域は大土

森山（580血）を中心とする高所をなす。

　本地域の第三紀暦は細倉層と呼ばれ，主として緑色凝

友岩よりなる累贋で，本鉱山附近では，これを7暦に分

ちうる（第2表）。

　これらの岩暦は整合的に重なり，走向は一般に東北東

一西南西を示し，北に緩く傾斜している。下部の岩暦に

おいては偽窟および岩相の変化著しく，鉱床近辺におい

ノ　　　＼

ぎない。現在稼行きれている鉱床は，下部の3暦中に胚

胎されている。』

上記第三紀暦を貫いて変朽安山岩・角閃安山岩・石英粗

面岩および含石英安山岩の逆入噴出が行われた。

角閃安山岩は黒色堅緻で，多量の角閃石斑晶を含み，

北の沢北方に分布する。変朽安山岩は角閃安山岩の変質

せるもので北の沢・放畑沢出合南に認められるのみであ

るが，この岩石は紬倉鉱床の母岩をなすものに該当する

と考えられる。

石英粗面岩は友白色堅硬で，石英・長石の斑晶のほか

に黒色頁岩砕片を少量含み，小岩脈をなして露出する。

上記3者の相互関係は明らかでない・

含石英安山岩はもつとも新期に噴出したもので，友黒

色粗憲，長石の径5ηゴm大の斑晶を多量に含み，また少

量の石英を認める。．この岩石は大土森山を中心として盗

流し，本地域の西部においては，火山砕屑岩となって広

く第三紀層を覆つているo

第三紀層区域内には数多の断層・裂罐が詔められ，そ

の走向により，（1）北西一南東性，（2）東西性，（3）南北性に

わけられる。本地域の鉱床はすべてこれらの断暦・・裂罐

に漕つて胎胚され、また川水の流路もこれらの地質構造

に支配ざれている。
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宮城県大土森鉱山錯・亜鉛鉱床調査報告　（服部富雄・高橋　翻）
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ノ

・地質調査所月報．（第4巻第8号）

第3表　細倉地、区層序表

第

西

紀

第

紀

鮮

新

世

中

新

世

上

地 ・暦

沖　積　層

崖錐および
　　段丘堆積物

六　角　暦
イグニムブライト

丈　字　暦・
’石英安山岩・凝　友　岩

頁岩（亜炭薄暦を來む）

細越層凝次岩質砂岩凝次岩・頁岩・亜炭薄層

　宮　1口　層
　角礫凝友岩部・凝友岩・質頁岩

中

部

前三
第紀

中　山　暦・
『火山角礫岩角礫凝荻一岩
細　倉　暦
安山岩・凝友岩

’砂岩・頁岩・礫岩
ウエルデツド・穿フ

基　　底　　層

火成、活動　 鉱 床

複輝石石英安山岩

安山岩岩脈

複輝石安山岩

岩脈・溶岩流

石英粗面岩
安山岩（変朽安山岩）

女字鉱床
　　（鶏冠石）

黄鉄鉱．鉱脈

錯［・亜錯鉱床
細　倉・大土森

銅・錯・亜錯鉱床
女　盛・松保土

金　鉱　床
池月，（川瀬）砥沢

花嵐閃緑岩・閃　線　岩・石英閃線岩

備　考

’

f近海・相

近海相

海成層

5．鉱　床
大土森鉱中の鉱斥は，細倉鉱床の北舞にあたり』第三・

紀暦中の裂罐充填鉱床で，閃亜錯鉱を主とし，方錯鉱・

黄鉄鉱を伴う。主脈約10條あり，その概要は第4表の如

　　　　　第4表 鉱床一覧・表

　　　　　’（紬倉鉱山資料より）
レ

くである。また各露頭の概要は第5表に示した。

5．1　鉱石・脈石および品位

鉱石は前述の如く，閃亜錯鉱を主とし，方鉛鉱隻黄鉄

鉱を伴ち。閃亜錐鉱に3種あり，黒褐色のもの，黄褐色

のものおよび褐色繊維状を呈するものである。黒褐色閃

一　　、　　　　　　亜錯鉱はもっとも普通に産し，

鉢床名
栄　本1鑓
巣南一号鑓
隆　昌　鑓
元小屋鑓
．根子沢鑓
日之出第一本鑓

日之出第二本鑓
第一石』英鎚
第二石，英鑓
寿　　 鑓

八　聖　鑓
放　畑　坑
五輪沢坑

走　　向・

N60～700E
N60～70。E　・

N65～70。E
N10。W～NS
N10。W
N85E～
　：N70。W
N50～70。E
N150W～NS
N40～50。W
N50～60。W
：NIO。Wおよび

N60～65。W・
N30。W
N50～60。W　、

傾斜走向延長傾斜延長鑓巾
60～70。N
・70。S

65。S
60～70。W
60～65。W

50～550S

50～60。S
70～80。W
50～60。SW
65～80。SW

600W
60ン）80。E

60～70。・NE

340m
200m
50m
400m
160m
400m
380m
390m
180m
90m

150m～

40m＋

200m

110m

120m

80m
100血
70m
501m

0。3～3．5m
O．1～1。Om

O・2～0・5m　　鉱は細脈をなして，鉱脈中脈巾
0．3～2．0・m
O．2～1．5；n　肥大し品位良好なる富鉱部に産

0。2～4。5m　する。方錯鉱は富鉱部または鉱

0・5～3・Om　脈の末端部に多い。
0．3～2．Om
O・3～1・5m　　　黄鉄鉱は細粒で脈状をなし，

・0．3～2．Om
　　　または石英脈中に散点する。稀0．1～0．6m

O．2～0．7m・に石英の晶洞中に末期の晶出に・

0・2～0・6m　か筑、ると考えられる白鉄鉱が板

黄褐色閃亜錯鉱は鑓のうちの鉱

染部または石英晶洞内等に認め

られる。繊維状を呈する閃亜錯

54一（536）
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宮城県大土森鉱山錯・亜錯鉱床調輩報告　（服部富雄・高橋　綱）

　　　第5表　露頭一覧表
露頭
番号

1
’2

3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

走向 傾斜

N60。E

NS
N75～昌
800E

N10。W

N20。W

N40。W

N150W

EW
NS
；NS

N55。，E

N20。W

N55。W

N70。W

N80。W

N80。W

N60。E
N80。W

～EW
N8。E
N30。E

N80。E

N200W
N30。W

70。S，

80。W・

85。S

800W

85。Wi

80。W

60。W
70。S

609W

55。W
80。W
600W
200N

60。W

脈 刺鉱石・脈石 母 岩

　20cml Q
75～100cm　l（Py），Q

　　　し噺9：訪講灘

　5cm　 Py，Q
5～10c血IQ

　40cm　IPy，（Pb），Cy

80。：NF

850NI

80。S
90。

55。N

85。Sl

850E

80。E、

　15cm
100cm

　30cm
30～40cm
20～25cm　，

　20cm’
10～15cm　　，

　70cm
5～25cm

150cm

ユ0～20cm

　50cm

30cm

1珪化せ為淡緑色凝次岩

珪化せる細粒砂質凝友岩

淡線色　砂質凝次岩

粗粒砂質凝荻岩
1結土イヒせる糸田粒凝汐ξ岩

1
（ Py），Q

Zn，Pb，Ql

　Q
Zn，Pb，（Py），Q

Zn，Pb，Q

　Zn
　Cy
Zn，Pb，py，Q

網状脈Zn，Pb，Py
（Py），Q

Zn，Pb

　Q
Ca

　Q

Py，Cy

（Py），Cy

一淡線色　砂質凝友岩

友白色砂質凝友岩

珪化せる細粒凝友岩

　伺　　上
　同．　上
珪イヒせる粗粒凝友岩

珪化せる細粒凝友岩

細粒砂質凝友岩

　同　　上上盤　珪化砂質凝荻岩
下盤　珪化角礫集塊岩

珪化せる角礫質粗粒凝友岩

　同　 ’上

、珪化せる角礫質凝次岩
上盤　淡緑色凝友岩
下盤　晴友色砂岩一・

角礫状黒色頁岩および砂岩

細粒’凝友岩
淡緑色紬粒凝茨岩

’浮石質細粒凝友岩

備　．1考・

註。Q：石英，Cy＝粘士・Ca．：方解石・Zn：閃亜鉛鑛、Pb＝方鉛鉱・Py：黄鉄鉱

　　　　　　　　　第6表

日之出第二本鑓．

第三石英鑓

第二右英鑓

旧坑（入坑不能）

，旧坑跡
旧坑跡根子沢鑓

元小屋鑓

第口跡栄本鑓

軍輪沢
同　 上

放畑沢

／

・砿甕購鶴 Ag9／t Pb％
釧平均最小1最大平均

栄本鑓繹1ヨ、ll鵬．5！1言

下二　621130i98．5 0

108　　89；40．9713．29　　2．05
131　　50．σ0．5015，39　　4．65

5826．4ρ．56卜7．123．09

Zn％ S％一謝
最小最大「平均剥

1：llll：1馴1：11置1：器

5．1621．15110．90i16．51

購響難111：1灘辮1灘§illl撚雛羅ill

最大平均数
備考

難聯8離
24．0821．322110m毎
24．7614．91475m毎
17．75　P16．03　7

第二本鑓下二　75 108　93．659 525 308，8tr tr
tr　lO．33

　　1
1．27・0．79

4・・816・86i
5，67 5 5m毎

1　　　1　　　　　1　　　1 l　　　　l　　　r 「 I　　　l 1　　　　［ 「　　　1 1 1
第　一下一22
石英鑓下二22

13777
250　100．6

37
11

610　137．3　tr　　1．36

599　195．8　tr　　2．80

　10・．340．54
0．4310．80

　1

4．57　　2』42　3』8424．10

11．554．3414．8617．40
12．62 11
11．86 27

　1

10m毎
5m毎，

寿
，
媒

三障翻：鵠gll騰．6割

　註．　Auはほとんどtrないし砿39／tであるo

　　　第7表　　　　　　　　状結晶をなして

　　　　　　　　F　　　　　　r　’0．33　 0．180．67　5．15　　2．27　5．16113．31　　9．0115i10m毎
2・…33L3・4・852・8・9・96i・824・3・28i615晦

鉱 脈 Pb％1

発’小㌔翻翻
恨子沢樋L441
日之出第一石英鑓　　0．76・
，〃　第一・本鑓　 O，60

　〃　第二本鑓　［1’，69

Zn％1
認められる。黄

銅鉱等の銅鉱物
11．17
6，00　は肉眼的には認

5・54　められない。
4．80
7．20　脈石は石英を
7．95
　　主とし，線泥

鵯
石 ・方解石および粘土がある。方解石は鉱脈の末端部に

多くまた石英晶洞中にも認められる。

　鉱石は一般に縞状構造を示し，富鉱部の晶洞に富む部

’
分

ではしぼしば輪状構造を呈する5また緑泥石化作用の

著しい部分ぞは鉱染状ないし網脈状をなすことが多い。’

　鉱山では1947年以後，選鉱原鉱の品位以外に各鉱脈に

ついての系統的分析は行われていない。鉱山側資料によ
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60

ノ！鉱　脈

／石英脈
ノ／粘土豚

70

60、・　元小屋鍾

70

隆昌鋸
　　　四番航
8認、
／　65　　70ア、

　　栄本鑓

．蟻翻

南一号鎚

根子沢鋤

20Dm

二番坑

60

0　　　　50　　　　100

　　　　　　ぐ

第4図’．榮1坑元小屋向・南向鋸入

．る各鉱脈上部の品位および各鉱脈の平均品位は第6・7

表の如くである。

　5』2　坤質構造と鉱脈との関係

　大土森鉱床は裂鐸充蟹鉱床であ．るから，鉱脈の分布・

’規模・形態等は断暦・裂罐の性質によb支配される。鉱

床を胚胎する裂罐は，（1）断暦蓮動以前の生成にかかる裂

罐，（2）断層蓮動による勇断裂瞳③断層蓮動に伴う張力

、裂罐の3種にわけちれる。鉱化作用はこれらの裂鐸生成

暖，これらの裂罐に澹つて行われ，錯・亜鉛鉢床を形成

した。

〆大土森鉱山においては，南北性鉱脈（元小屋鑓・根子

沢鑓・第一石英鑓等）は断暦蓮動による勇断裂錘である・

と考えられる。断暦蓮動は断暦の東側（下盤側）が南→

オヒに，西側（上盤側）炉北→南に動いたもので，、移動量

は比較的小さい。註2）日之出第一本鑓は断暦蓮動前の裂

鐸であり，栄本鑓は断暦蓮動に伴う張力裂罐と考えられ

る。註3）その他個凌の鉱脈が胚胎する裂罐の性質につい

ては，今後の調査研究にまたねばならない。

　5．3鉱脈の種類と富鉱部
　大土傘鉱床は元小屋鑓・根子沢鑓を境として耽之出坑

と栄坑とにわけられているが，鉱脈も東部と西部との聞

に性質の差異が認められる。

・（1）栄坑の栄本鑓・南一号鑓の東西性鉱脈はいずれも

元小屋断暦の生成に伴う張力裂罐に胚胎した鉱脈で，日

之出坑の鉱脈群や元小屋鑓・根子沢鑓に比べて，脈石の

量が少なく（脈石中石英少なく粘土がや＼多い），脈品位

が高い。．栄坑元小屋向鋸入坑道に、認められる巾10～20

cmの東西性鉱脈も，この類に属すると考えられる。

　（2）元小屋鍾・根子沢鑓・第一石英鑓等の南北性鉱脈

註2）第一石英鋤の断屠による本樋の水耶ズレは約1m（二番坑段欠）3元

　　小犀断暦面のズレの方向は南方に面上傾斜角約70。；元小屋断暦の

　　延長と考えられる細倉鉱山瑞兆断層の水ZF・ズレは約25mである（富

　　士奥鑓）
註3）　鉱本鍾の鋼先である細倉鉱山榮光鑓は張力裂糠である（東大　疹井

　　助教授による）

は勇断裂罐に胚胎した鉱脈で，走向延長に続くが，一般

に膨縮はなはだしく脈品位は不安定であ為。脈石英を多、

量に随伴する。元小屋鐘は細倉鉱山瑞兆断暦g鎚先にあ

たり，根子沢鑓も瑞兆断暦の分岐鑓先または平行断暦と

考えられる。元小屋鑓および第一石英鑓では傾斜が急に

なると脈巾増大しゴ富鉱部を形成する。

③　第一本鑓・第二本鍵等の日之出坑の東西性鉱脈は

主として石英を脈着とし，脈品位も比較的安定してい

る。第…本鑓は第一石英鑓の断暦生成前の裂罐に胚胎し

た鉱脈で，傾斜が緩くなると脈巾増大し，富鉱部を形成

する傾向がある。

　（4）寿鑓・第二石英鑓等の北西一南東鑓は一般に繭北

鑓や東西鑓に比べて劣性である。f

　5．4　鉱体の末端部および下限

　σ）大土森鉱床の鉱脈は石英をおもな脈石とし，線泥

石・粘土6方解石を伴う。また母岩は珪化作用・緑泥石

化作用等をうけている。

　鉱脈の末端部になると母岩は漸次粘土化し，脈石にも

粘土を多く含む。脈巾は細くなり，しばしば断続しかつ

方解石および方錯鉱を多く含むようになり，ついに粘土

中の方解石細脈となつて尖滅する。

　元小屋鑓・根子沢鎚等においては，上部の一番坑地並

で1山母岩は粘土化し，脈石は少なく，砂状の細粒黄鉄

鉱中に方錯鉱・閃亜錯鉱を少量伴うb脈石中に石英を減

じ粘土・方解石を伴うて遂に上方に尖滅する・

　（2）一般に東北日本内帯に発達する錯・亜錯鉱脈の垂

直賦存は140～200m位であるといわれ，註4≧また細倉鉱

山においてもこのことはほ貸あてはまると思われる。レ

　細倉鉱山においては，鉱脈の下限が，西蔀（二貫目地

区）は浅・く，東部（富土・威天地区）に深くなる傾向が

ある。大土森鉱床あ各鉱脈の垂直方向の開発状況を第6

図に示した。

註4）伊藤昌介＝数種の鉛亜鉛鉱床に於ける裂罐の性輩愛び鉱物存在肌態’

　　について，．地調報．，NoJ43，1951．
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第6図　大土罧鉱山鉱脈の垂直分布図

上述するとこ

ろにより大土森

鉱床下限を予想

すると，働栄本

鑓はすでに185

mを開発され，

一5

婁
、

訴
もも

藍～

酪
’否

20

10

5

．0”ア

現在五番坑・六番坑の引立附近では，鉱脈の末端部の様

相を呈する故，六番坑以下は約30h1未満と予想きれる。

（2泊之出坑の各鉱脈（第一本鑓・第二本鑓・第一石英鎚

・第二石英鑓等）は四番坑以下50m前後，註5）（3）元小屋鑓

・根子沢鑓等は巣坑四番坑以下50～60m位の下部連続を

予想される。

6．過　去　の　生　産 ＊1952年は1月～7月を」で

囲糟砦　’難亡
　　　　　　　　　環．賦
国
、

慧讐　　　　嬰

回鷺餅棚ノ裂
　　　　　　　　測点

1943年

1944年

1945年

1946年

．1947年

1948年

1949年

1950年

1951年

1952年甚

粗鉱量

　　t30，160

50，382

23，183

10，897

6，837

9，596

15，820

2？，596

『
5
8
，

440

46，911

Ag9／t

nd．

nd．

nd，

nd．　4

nd．

nd．

17．0

9．6

11．0

220

Pb％・

nd．

nd。

nd．

1．5

1．5

1．2

0，96

0．55

0．721

0．78

Zn％

nd．

nd．

nd，

5．5

5．5

5．3

5．06

4．24

4．05

4。31

S％

nd．

nd．

nd．

nd’

nd．

nd．

9．18r

’8．39

7．96

8』00

圃節　　　．雛
圓上鉱部　　羅く
匿］特上鉱部　　矯　突，
　　　　　　　　　　　　ノいよ
園石知永　　　　蹴
　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　ハノ
匹］粘土月永　　　　　　ぞ’
　　　　　　　　　　　戸、ぐ

第5図元小屋鐘北押鉱脈図

1949年

1950年

1951年　，

1952年甚

　　　1

錯精餌

　　毒
217．5

220．0

597．0

437．6

Ag9／t

856

775

918

1723

Pb％

54．45

51，90

58．84

．62．27

亜鉛精鉱 Zn％

　　　t
1，33L6

1，954。0

3，961。0

2，952．9

48，04

48、35

46．93

50．67

硫化鉄精鉱

A
　　t
1，424

2，203

4，08α

4》466．

B

柴1951燃1月＿7肱でA湘鉱妙選別せ硯の・B＝ダム酌回騨禍の・

　　t
1，658

　645

註5）第二本樋は下部約30mで隣鉱癌に入る。
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7．選鉱および売鉱

大土森鉱山の浮游選鉱場は1943年に40tプラントにて

建設され，その後漸家拡張して，1952年現在400tプラ

ントである。錯・亜錯・硫化鉄の各精鉱を採取し，鎧精

鉱は細倉鉱山へ，亜錯精鉱は日曹大寺製煉所へ，硫化鉄

は三菱化成および尼崎肥料へ，それぞれ売鉱する。

選鉱原鉱および各精鉱の含有成分次の如し。

栄坑および日之出坑

トラック

インクライン

120mm
　グリス“リー

十120mm　　　　－120mm

フ“レーキ
クラ・ソシャ÷

鉱含10餌

．〈ミ1レトコンベア

50mm　フ“レーキ

　クラッシャー

『3×6吠
ウォッシングドラA

、トロンメ1レ1

　　　　　＼ナり　ぼロ　　　　　　でらハゆ

…』孕
2Qmm　2台　サン1一“．　7ロー
コンクラッシぐ一

鉱含10％

ボ“一1レミ1レ3台

十200メッシュ　　　　ー200メッシュ

YT浮選士幾　16台

SW　〃　　4台

YT浮選機18台　　峯琶精鉱

D　　〃　6台　』』

D浮選機20台　亜鉛精鉱
テーフ“1レ　4台

　　廃淳　　硫化鉄精鉱

第7図選鉱系紡図

粗　　鉱

Aug／t1Agg／tCu％Pb％

　　1　げ　1

0。08

錯精『鉱 0ユ

331。佃
』1

669　0．85

1．70

52．60

Zn％

が充実整備されれば，細倉鉱山の調査とも関連して探鉱

方針およびその結果が大いに期待きれる。

　現在日之出坑より根子沢鑓下部を探鉱すべく鏡入掘進

中であるが，ζれが着脈後，元小屋鑓F・根子沢鑓の北押

探鉱を行い，きらにこれより東北方の五輸沢坑・放畑坑　『

下部を探るべきである。元小屋鑓は現在鉱況良好である

が，この種南北鑓は一般に膨縮はなはだしく品位もまた

不安定であることを考慮すべきである。また五輪沢坑・

放畑坑はいずれも北西・南東鑓であるゆえ，あまり大き

な期待はできない。

　いままで大土森鉱山においては，脈巾1m以ドの鉱脈　’

は栄坑南一号鑓を除いては採掘していないが，本地域の

裂罐の性質上細脈といえども探鉱する価値が充分あるの

みならず，将来このような鉱脈がおもな稼行対象となる

可能性がある。ゆえに今後鑓押坑道や鋸入坑道に認めら

れた枝鑓・細脈は，卜将来の探鉱に便利なように，2～3

m鑓押掘進をしておくべきである。そうすれば坑道図14

枝鑓・細脈等が記録きれる。

　斉鉢脈のド部についての予想はすでに述べた。下部探

鉱の場合には，鉱脈の傾斜が60～70。より緩かなときに

は，予め坑内試錐を施すことが望ましい。

　、栄本鑓・五輪沢・元小屋鑓・元小屋向鋸入坑道に囲ま

れた区域，および日之出坑第一本鑓・第一石英鍵の西北

，方区域は未探鉱地球であ』る。これ加対しては，旧坑・露・

頭め調査および電気探鉱の実施が望まれる6

　大土森含石英安山岩および同砕屑岩に覆われた地域は

　モド部の第三紀層中に鉱床の胚胎する可能性はあるが，．こ

　　　　　　　　れについては，北西方にゆぐに　P
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8．結・，　語（探鉱にっいて）

　大土森鉱山の鉱床は第三紀線色凝次岩およびこれを貫

く変朽安山岩中の裂罐に澹つて胚胎した錯・亜錯鉱脈で

ある。主脈約10條あり，粗鉱量は月産10，000tに達し，本

邦鉛・亜錯鉱山中，神岡鉱山・細倉鉱山につぎ第3位を占

めるが，近年急速に生産が増大したため蓮搬設備などは

’
な お不十分であり，測量その他の技術面も弱体で，脈品

位分析 も鉱況の記録もなされていない。今後これらの面

。1、41
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ことを考慮し，今後各鉱脈の発

56・50蓬状況と考え合せて探鉱方針を

1．40たてるべきである。
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